
二
十
一
日
、
日
本
共
産
党

飯
能
市
委
員
会
・
同
後
援
会

主
催
で
行
わ
れ
る
新
春
恒
例

の
「
〇
七
年
・
新
春
の
つ
ど

い
」
が
今
年
も
一
三
〇
名
を

越
え
る
参
加
者
で
賑
や
か
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

憲
法
が
参
院
選
の

大
争
点
に

挨
拶
に
た
っ
た
、
辻
も
と

み
日
本
共
産
党
衆
議
院
埼
玉

九
区
予
定
候
補
、
新
井
巧
飯

能
市
委
員
長
は
、
「
四
月
の

一
斉
地
方
選
挙
、
七
月
の
参

議
院
選
挙
で
日
本
共
産
党
が

前
進
す
る
こ
と
が
政
治
の
流

れ
を
変
え
る
確
か
な
力
に
な

る
」
と
力
強
く
訴
え
ま
し
た
。

今
年
の
実
行
委
員
長
で
あ

る
山
下
由
治
後
援
会
代

表
委
員
は
、
「
小
泉
内

閣
の
政
治
で
、
我
々
国

民
は
次
か
ら
次
ぎ
へ
と

負
担
増
で
痛
め
つ
け
ら

れ
て
い
る
。
安
倍
内
閣

は
憲
法
も
変
え
る
と
い
っ

て
い
る
。
今
の
政
治
は
、

数
の
力
で
悪
政
を
ご
り

押
し
し
て
い
る
。
逆
に

こ
の
事
が
国
民
と
の
間

に
大
き
な
矛
盾
を
生
み

出
し
て
い
る
。
今
度
こ

そ
勝
っ
て
弱
肉
強
食
の

ゆ
が
ん
だ
世
の
中
を
つ
く
っ

た
政
治
を
変
え
よ
う
！
」
と

挨
拶
し
、
会
場
に
は
大
き
な

拍
手
が
響
き
わ
た
り
ま
し
た
。

多
彩
な
芸
に
感
動

二
部
の
文
化
行
事
で
は
、

「
す
ぎ
の
こ
民
謡
会
」
の
津

軽
三
味
線
と
踊
り
、
見
事
な

マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
、
八
丈
太

鼓
、
篠
笛
、
舞
踊
は
男
性
二

人
で
踊
る
「
か
っ
ぽ
れ
」

「
大
漁
太
鼓
」
、
新
舞
踊

「
大
器
晩
成
」
、
歌
は
「
札

幌
エ
レ
ジ
ー
」
、
合
唱
団

「
花
」
「
青
い
空
は
」
な
ど

盛
況
で
し
た
。

草
の
根
の
力
で
選
挙
を

参
加
さ
れ
た
方
々
は
、
互

い
に
新
年
の
挨
拶
を
交
わ
し

な
が
ら
、
交
流
を
深
め
て
い

ま
し
た
。

あ
る
参
加
者
は
、
「
こ
ん

な
に
早
く
憲
法
問
題
が
問
わ

れ
て
く
る
と
は
思
わ
な
か
っ

た
。
頑
張
ら
な
く
ち
ゃ
」
と

か
、
「
子
ど
も
た
ち
や
孫
た

ち
に
、
悔
い
の
な
い
闘
い
を

し
た
い
。
楽
し
く
元
気
が
で

た
」
な
ど
と
感
想
を
語
っ
て

い
ま
し
た
。

最
後
に
須
賀
貴
弁
護
士
は
、

閉
会
の
挨
拶
で
「
日
本
共
産

党
は
、
し
っ
か
り
地
域
に
根

付
い
た
草
の
根
の
力
が
あ
る
。

参
議
院
選
挙
で
は
大
い
に
そ

の
力
を
発
揮
し
て
奮
闘
し
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
締
め
く

く
り
ま
し
た
。

市
立
病
院
を
良
く
す
る
会

は
こ
の
間
、
東
吾
野
、
吾
野

両
公
民
館
で
住
民
懇
談
会
を

実
施
し
、
自
治
会
長
や
地
域

住
民
が
多
数
参
加
し
て
、
こ

れ
か
ら
の
市
立
病
院
の
在
り

方
や
問
題
点
な
ど
が
話
し
合

わ
れ
ま
し
た
。

十
九
日
の
懇
談
会
で
は
、

二
月
十
五
日
号
の
「
広
報
は

ん
の
う
」
に
飯
能
市
の
保
健
・

福
祉
の
将
来
を
考
え
る
懇
談

会
の
最
終
報
告
が
「
飯
能
市

立
病
院
の
病
床
規
模
を
段
階

的
に
縮
小
し
、
将
来
的
に
入

院
機
能
を
廃
止
す
る
」
と
い

う
内
容
が
再
度
二
ペ
ー
ジ
だ

て
で
掲
載
予
定
で
あ
る
こ
と

に
「
決
定
事
項
で
も
な
い
懇

談
会
の
報
告
を
何
度
も
繰
り

返
し
広
報
で
報
道
す
る
と
い

う
の
は
、
広
報
の
在
り
方
が

問
わ
れ
る
の
で
は
な
か
い
」

「
こ
う
し
た
も
の
が
再
び
掲

載
さ
れ
る
と
、
市
民
に
不
安

と
誤
解
を
与
え
る
と
と
も
に
、

職
員
の
志
気
を
低
下
さ
せ
る

こ
と
に
な
る
」
な
ど
の
批
判

の
声
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
声
を
受
け
て
、

日
本
共
産
党
飯
能
市
議
団
は

二
二
日
、
沢
辺
市
長
に
、

「
懇
談
会
の
報
告
を
二
度
に

わ
た
っ
て
広
報
に
特
集
掲
載

す
る
こ
と
は
、
異
例
の
こ
と

で
あ
る
。
決
定
し
て
い
な
い

問
題
を
繰
り
返
し
報
道
す
る

こ
と
は
、
市
民
に
不
安
と
誤

解
を
与
え
る
と
と
も
に
、
職

員
の
志
気
を
低
下
さ
せ
、
同

時
に
医
師
確
保
な
ど
を
一
層

困
難
に
す
る
も
の
だ
」
と
し

て
、
広
報
掲
載
を
中
止
す
る

よ
う
申
し
入
れ
を
行
い
ま
し

た
。

医
師
三
名
の
欠
員
は

責
任
が
問
わ
れ
る

合
わ
せ
て
、
「
市
立
病
院

の
医
師
の
確
保
、
と
り
わ
け
、

二
名
体
制
で
は
入
院
機
能
が

著
し
く
低
下
す
る
こ
と
、
一

次
救
急
指
定
病
院
に
な
っ
て

い
る
こ
と
等
も
含
め
て
、
す

く
な
く
と
も
現
状
の
三
名
の

医
師
の
確
保
と
南
高
麗
診
療

所
の
医
師
確
保
に
全
力
で
あ

た
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
」
強

く
求
め
ま
し
た
。

漫
画
家
や
く
み
つ

る
さ
ん
と
仏
文
学

者
奥
本
大
三
郎
さ

ん
の
昆
虫
交
遊
録

を
楽
し
く
読
ま
せ

て
も
ら
い
ま
し
た
。

今
年
は
フ
ァ
ー
ブ

ル
「
昆
虫
記
」
出

版
百
年
で
、
こ
の

昆
虫
記
は
フ
ァ
ー
ブ
ル
が
生

ま
れ
た
フ
ラ
ン
ス
よ
り
日
本

の
方
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る

と
い
う
の
も
驚
き
で
し
た
▼

カ
ブ
ト
ム
シ
を
採
っ
た
り
す

る
文
化
は
、
世
界
中
に
あ
ま

り
な
い
。
ト
ン
ボ
採
り
の
文

化
は
ほ
と
ん
ど
日
本
だ
け
だ

と
い
い
ま
す
。
虫
と
遊
ん
だ

り
見
る
習
慣
が
な
い
の
で
、

細
か
い
も
の
を
見
る
目
が
育
っ

て
い
な
い
。
虫
に
対
す
る
作

家
の
思
い
も
日
本
ほ
ど
多
く

な
い
と
奥
本
さ
ん
。
そ
ん
な

話
を
聞
く
と
、
子
ど
も
の
頃

の
ト
ン
ボ
採
り
の
こ
と
を
思

い
出
さ
れ
て
ワ
ク
ワ
ク
し
て

き
ま
す
▼
そ
う
い
え
ば
俳
句

で
は
、
た
く
さ
ん
の
虫
が
季

語
に
な
っ
て
い
ま
す
。
一
茶

の
蝉
や
蚤
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ア
リ
も
、
ク
モ
も
あ

の
ご
き
ぶ
り
に
も
共
生
の
対

象
と
し
て
あ
た
た
か
い
目
が

そ
そ
が
れ
て
い
ま
す
。
す
ご

い
文
化
で
す
。
最
近
で
は

「
虫
が
出
た
ら
殺
虫
剤
」
と

い
う
人
も
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
ま
ま
で
は
人
間
に

と
っ
て
大
切
な
も
の
が
失
わ

れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か

と
気
が
か
り
で
な
り
ま
せ
ん
。
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不
安
と
誤
解
を
与
え
る

懇
談
会
「最
終
報
告
」の
広
報
掲
載

党
議
員
団
が
中
止
を
申
し
入
れ

楽
し
く
元
気
い
っ
ぱ
い

選
挙
戦
勝
利
を
ち
か
い
あ
う

新
春
の
つ
ど
い
盛
大
に

と き ２月１８日（日）
午前１０時～午後３時

ところ 宮本会館（高橋ストアー隣）

リストラ、サラ金、不払い、国保税滞

納、生活保護など、何でもお気軽にご相

談ください。弁護士、税理士など法律・

税務などの専門家と日本共産党の４名の

市議会議員が対応します。

主催：飯能民商、飯能日高土建飯能支

部、清流道場、日本共産党飯能市議団

相談無料



一
九
六
二
年
十
月
、
全
国

の
新
日
本
婦
人
の
会
（
以
下

新
婦
人
）
が
会
員
三
万
五
千

人
で
誕
生
し
ま
し
た
。
飯
能

で
は
、
六
四
年
に
第
一
回
飯

能
母
親
大
会
が
前
田
自
治
会

館
で
十
三
名
の
参
加
で
行
わ

れ
、
そ
の
後
新
婦
人
の
運
動

が
大
き
く
発
展
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
六
六
年
、
飯
能

支
部
と
し
て
第
一
回
支
部
大

会
が
持
た
れ
、
今
で
は
、
市

内
全
域
に
十
二
班
結
成
さ
れ
、

年
齢
層
も
幅
広
く
、
若
い
子

育
て
小
組
み
か
ら
、
レ
ザ
ー

工
芸
、
陶
芸
、
絵
手
紙
、
料

理
、
旅
行
、
踊
り
、
コ
ー
ラ

ス
と
楽
し
い
趣
味
を
仲
間
と

過
ご
す
熟
年
層
の
小
組
み
な

ど
、
そ
の
活
動
は
活
発
で
す
。

趣
味
の
活
動
か
ら

政
治
を
動
か
す
運
動

ま
で趣

味
の
活
動
と
同
時
に
、

時
代
を
切
り
開
く
運
動
を
旺

盛
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

一
九
六
〇
年
代
は
、
「
小
児

マ
ヒ
に
生
ワ
ク
チ
ン
を
」

「
ポ
ス
ト
の
数
ほ
ど
保
育
所

を
」
な
ど
全
国
的
な
運
動
と

合
わ
せ
て
、
市
に
対
し
て
も

交
渉
し
、
当
時
、
日
本
脳
炎

予
防
接
種
は
保
育
園
に
通
っ

て
い
な
い
子
は
五
〇
〇

円
で
し
た
が
、
保
育
園

児
同
様
一
〇
〇
円
で
摂

取
で
き
る
よ
う
改
善
し

ま
し
た
。

七
〇
年
代
は
、
老
人

医
療
、
乳
幼
児
医
療
費

無
料
化
の
運
動
や
、
学

童
保
育
所
つ
く
り
運
動
、

小
学
校
の
机
の
引
き
出

し
を
父
母
負
担
か
ら
公

費
負
担
に
、
公
立
保
育

所
の
乳
児
保
育
、
延
長

保
育
を
求
め
る
運
動
や

環
境
問
題
に
も
関
心
を
寄
せ
、

二
酸
化
窒
素
の
測
定
を
は
じ

め
ま
し
た
。

八
〇
年
代
に
は
事
務
所
を

確
立
し
、
九
〇
年
代
で
は
、

「
眼
内
レ
ン
ズ
の
保
険
適
用
」

で
市
に
交
渉
し
た
り
、
阪
神

大
震
災
カ
ン
パ
、
被
爆
五
〇

周
年
の
つ
ど
い
を
主
催
、
天

覧
山
・
多
峰
山
の
自
然
を
守

る
運
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

ま
た
、
近
年
は
「
赤
ち
ゃ
ん

小
組
」
「
リ
ズ
ム
小
組
」
が

活
発
で
、
「
小
児
救
急
医
療

体
制
の
確
立
」
を
求
め
る
署

名
や
憲
法
学
習
会
を
開
催
し

た
り
、
九
条
を
守
る
署
名
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

乳
幼
児
医
療
費

窓
口
払
い
な
し
の
粘

り
強
い
運
動

新
婦
人
飯
能
支
部
四
〇
年

の
歩
み
の
中
で
、
特
に
注
目

す
る
の
は
三
〇
年
以
上
も
粘

り
強
く
運
動
を
進
め
、
〇
四

年
十
二
月
か
ら
乳
幼
児
医
療

費
の
窓
口
払
い
を
無
く
す
こ

と
が
で
き
た
こ
と
で
す
。

支
部
長
の
本
多
芙
美
枝
さ

ん
は
「
子
育
て
中
の
お
母
さ

ん
に
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

力
を
合
わ
せ
れ
ば
願
い
が
実

現
で
き
る
と
確
信
に
な
り
ま

し
た
。
そ
し
て
今
、
日
本
を

再
び
あ
の
悲
惨
な
戦
争
に
巻

き
込
む
こ
と
の
な
い
よ
う
、

ご
一
緒
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ

う
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。
連

絡
先
：
本
多
芙
美
枝
宅

電

話
（
九
七
三
）
ー
三
四
二
五

一
月
二
〇
（
土
）
、
二
一

（
日
）
と
本
郷
自
治
会
館
で

文
化
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

書
道
、
油
絵
、
墨
絵
、
木

工
、
写
真
と
大
広
間
い
っ
ぱ

い
に
展
示
さ
れ
、
会
議
室
に

は
ビ
ー
ズ
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
、

小
物
の
手
芸
、
編
み
物
、
洋

裁
ｅ
ｔ
ｃ
と
飾
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
自
前
の
文
化
祭
は
今

回
で
七
回
目
。
地
元
の
皆
さ

ん
が
大
勢
訪
れ
、
作
品
を
見

な
が
ら
「
す
ご
い
わ
ね
」

「
今
度
教
え
て
」
と
交
流
し

て
い
ま
し
た
。
自
治
会
役
員

さ
ん
が
会
場
作
り
、
お
茶
の

接
待
は
白
山
会
で
行
い
ま
し

た
。

２００７年１月２８日 ＮＯ．１５５８

今
が
出
番
で
す
！

女
性
の
願
い
集
め
て
四
〇
年

新
日
本
婦
人
の
会
飯
能
支
部

４０年のつどいで挨拶する本多支部長

二
十
日
、
映
画
サ
ー
ク
ル

ダ
ー
ち
ゃ
ん
の
会
は
市
民

会
館
で
「
新
春
映
画
会
」

の
十
回
記
念
に
「
ベ
ト
ナ

ム
の
ダ
ー
ち
ゃ
ん
」
を
上

映
し
ま
し
た
。
一
九
九
四

年
十
一
月
、
映
画
「
ベ
ト

ナ
ム
の
ダ
ー
ち
ゃ
ん
」
の

上
映
を
き
っ
か
け
に
し
て

翌
年
「
映
画
サ
ー
ク
ル
・

ダ
ー
ち
ゃ
ん
の
会
」
が
発

足
。

年
に
一
回
以
上
の
目

標
で
「
映
画
監
督
山
本
薩

夫
」
「
「
木
を
植
え
た
男
」

「
一
本
の
手
」
「
ア
イ
・

ラ
ブ
・
フ
レ
ン
ド
」
「
ボ

ク
ち
ゃ
ん
の
戦
争
」
な
ど
、

十
本
以
上
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
な
ご
や
か

に
う
た
ご
え
で
交
流
し
た

後
、
主
催
者
挨
拶
、
埼
玉

映
画
文
化
協
会
代
表
、
飯

能
・
日
高
地
域
労
働
組
合

連
合
会
議
長
の
祝
辞
が
あ

り
、
上
映
会
と
な
り
ま
し

た
映
画
「
ベ
ト
ナ
ム
の
ダ
ー

ち
ゃ
ん
」
は
、
早
乙
女
勝

元
原
作
の
同
名
の
絵
本
が

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
り
映

画
化
。
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の

惨
禍
の
中
、
少
女
（
１
１

歳
）
の
ダ
ー
ち
ゃ
ん
が
苦

難
に
も
負
け
ず
け
な
げ
に

生
き
ぬ
き
、
ア
メ
リ
カ
の

ベ
ト
ナ
ム
侵
略
を
鋭
く
糾

弾
し
た
日
本
と
ベ
ト
ナ
ム

の
合
作
映
画
で
す
。

安
倍
首
相
が
憲
法
改
悪

を
公
言
し
て
い
ま
す
。
な

ん
と
し
て
も
憲
法
９
条
を

守
る
大
き
な
運
動
が
必
要

だ
と
痛
感
し
ま
し
た
。

１０回記念上映会

ベトナムの
ダーちゃん

悲惨な戦争を
繰り返えしてはならない

中南米で９ヶ国目
エクアドルで左派政権誕生

エクアドルの子どもたちを支援してき

た飯能在住の杉田優子さんはエクアドル

に滞在中に大統領選挙を間近で見てきま

した。杉田さんが見た、エクアドルの国

民生活、政治、民主主義を語ります。

２月２５日（日）pm１時３０分～
富士見公民館 第一会議室

お話 杉田優子さん エクアドルの子

どものための友人の会（SANE)

資料代２００円

＊エクアドル直送コーヒーを用意します。

主催：埼玉ｱｼﾞｱ･ｱﾌﾘｶ･ﾗﾃﾝｱﾒﾘｶ連帯委員会飯能支部

本
郷
地
域
の
文
化
祭

今
年
も
多
彩
で
盛
大
に

２月１２日（月・休日）
午後２時～

飯能市・富士見公民館（第一学習室）

講師 葛西 建治さん 元新聞労連書記長

新聞社での体験を交えて、現在のマスコミ事

情をリアルにお話さ

れます。どなたでも

お聞きになれます。

資料代２００円

主催：日高・飯能民主文庫の会


